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先負

任
期
満
了
に
伴
う
川
崎
市
長
』

選
が
姻
日
、
告
示
さ
れ
る
。
こ

れ
ま
で
に
立
候
補
を
表
明
し
た

の
は
、
い
ず
れ
も
無
所
属
で
、

４
期
目
を
目
指
す
現
職
福
田
紀

彦
（
弱
）
、
政
治
団
体
役
員
の
野

末
明
美
（
帥
）
Ⅱ
共
産
推
薦
、
㈱
元
ゞ

や
川
崎
市
議
の
山
田
瑛
理
（
妃
）
、

州
会
社
員
の
國
谷
涼
太
（
弱
）
、
清

罫掃
員
の
関
口
実
（
師
）
、
プ
ロ
グ

現
新
６
氏
の
争
い
か

あ
す
告
示
３
期
岨
年
、
評
価
争
点

10．26
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維
鱸
謡
垢
丞
鰯

ラ
マ
ー
の
宮
部
龍
彦
（
“
）
の
６

氏
。
福
田
氏
の
３
期
旭
年
の
市

政
運
営
へ
の
評
価
が
争
点
に
な

り
そ
う
だ
。
投
開
票
日
は
加
日
。

Ⅱ
関
連
記
事
加
面
に

，
福
田
氏
は
、
差
別
の
な
い
人

舞
認
謬
薪
鰕
鮎
一

定
、
地
域
新
電
力
会
社
設
立
な

ど
の
実
績
を
重
ね
、
市
政
継
続

を
訴
え
る
。
新
た
な
公
約
に
は

高
度
な
デ
ジ
タ
ル
ス
キ
ル
を
身

に
付
け
る
「
卓
越
ス
ク
ー
ル
（
高

専
）
」
設
立
を
盛
り
込
ん
だ
。

、
野
末
氏
は
、
等
々
力
緑
地
再

編
整
備
事
業
の
中
止
な
ど
、
安

げ
る
。
政
策
の
柱
に
は
子
育
て

支
援
を
挙
げ
、
「
中
学
ま
で
学
“

校
給
食
費
ゼ
且
「
先
生
の
未

配
置
ゼ
ロ
」
な
ど
を
訴
え
る
。

山
田
氏
は
、
子
ど
も
や
大
人

が
「
挑
戦
で
き
る
街
」
‐
を
つ
く

り
出
す
た
め
、
留
学
支
援
制
度

の
創
設
や
個
別
最
適
な
学
び
の

推
進
な
ど
を
公
約
に
掲
げ
る
。

教
員
の
働
き
方
改
革
や
休
日
手

当
て
の
創
設
の
検
討
な
ど
を
打

ち
出
し
て
い
る
。

國
谷
氏
は
鋤
～
如
代
の
子
育

て
世
帯
の
市
外
流
出
を
念
頭

に
、
「
東
京
に
負
け
な
い
子
育

。

’

て支援」
を訴える。近くに一

羽
田
空
港
や
港
湾
が
あ
る
強
み
一套

を
生
か
し
、
税
制
や
規
制
緩
和

に
よ
る
経
済
成
長
や
ベ
ン
チ
ャ

ー
企
業
の
誘
致
な
ど
を
掲
げ

る
。

‐

’

一
さ
れ
る
。
有
権
者
数
（
今
年
９

｜
月
１
日
現
在
）
は
１
２
７
万
８

８
３
３
人
（
男
“
万
４
４
８
９

人
、
女
田
万
４
３
４
４
人
）
・

（
小
林

剛
）

し
て
い
る
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
の

さ
ら
な
る
厳
罰
化
な
ど
「
差
別

や
戦
争
の
な
い
平
和
な
世
の

中
。
多
様
性
の
あ
る
社
会
」
づ

く
り
を
目
指
す
。
南
海
ト
ラ
フ

地
震
に
備
え
た
防
災
対
策
の
強

化
や
供
託
金
の
廃
止
も
訴
え

る
。今
回
は
、
衆
院
選
と
の
同
日

選
と
な
っ
た
前
回
、
前
々
回
と

は
異
な
る
単
独
で
の
市
長
選
と

な
り
、
投
票
率
の
低
下
が
懸
念
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繭
目
圖
に
離
蕊
奉

云
定
し
て
い
る
宮
部
龍
彦
氏
に

一
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潅
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関
口
氏
は
市
が
条
例
で
禁
止
一 一


